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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
凛
と
し
た
元
日
の
朝
、
村
民
皆
様
に
は

希
望
に
満
ち
た
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
昨
年
は
、
沖
縄
米
軍
基
地
移
設
問
題
や
尖
閣
諸
島
・
北
方
領
土
の
領
有
権
問
題
、
更
に

は
北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国
・
延
坪
島
（
ヨ
ン
ピ
ョ
ン
ド
）
砲
撃
な
ど
、
日
本
の
姿
勢
が
問
わ

れ
る
よ
う
な
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
加
え
て
一
昨
年
の
「
デ
フ
レ
宣
言
」
以
来
、
円
高
が

進
み
日
本
経
済
の
今
後
の
見
通
し
は
依
然
と
し
て
不
透
明
な
ま
ま
で
あ
り
、
地
方
交
付
税

や
補
助
金
と
い
っ
た
依
存
財
源
に
多
く
を
期
待
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。�

　
本
村
で
は
、
昨
年
の
10
月
に
Ｔ
Ｖ
放
送
さ
れ
た
「
人
の
駅
」
の
反
響
は
大
き
く
、
人
と

人
と
の
交
流
や
、
里
山
や
農
的
な
暮
ら
し
を
大
切
に
し
て
い
る
村
民
の
姿
に
多
く
の
人
が

感
動
し
て
く
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
直
売
所
「
あ
れ
・
こ
れ
市
場
」
が

開
業
し
、
農
作
物
の
販
売
拡
大
が
図
ら
れ
、
今
後
は
高
原
野
菜
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
特

産
品
の
開
発
・
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
更
に
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
が

完
成
し
、
間
伐
材
の
利
活
用
、
森
林
整
備
、
雇
用
の
創
出
、
CO2
削
減
な
ど
の
効
果
と
共
に

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を
希
望
す
る
企
業
と
契
約
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。�

　
本
年
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
る
中
、
子
育
て
支
援
や
医
療
費
の
無
料
化
を
継

続
し
な
が
ら
、
村
営
塾
「
興
学
塾
」
の
充
実
な
ど
子
育
て
し
や
す
い
環
境
つ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
下
川
内
坂
シ
内
に
建
設
中
で
あ
る
若
者
定
住
住
宅
が
本
年
３
月
に
完
成

し
、
村
外
へ
の
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
デ
ジ

対
応
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
３
月
に
は
開
局
と
な
る
運
び
で
す
。�

　
更
に
本
年
、
「
全
国
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
が
川
内
村
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
未
来
の
子
供
た
ち
に
貴
重
な
財
産
を
守
り
続
け
る
こ
と
を
提
言
し
な
が
ら
、
安

全
で
安
心
な
地
下
水
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年

３
月
に
は
60
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
富
岡
高
校
川
内
校
が
廃
校
に
な
り
ま
す
。
寂
し
い

現
実
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
学
校
跡
地
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
参
り
ま
す
。�

　
少
子
化
・
過
疎
化
が
進
む
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
も
、
川
内
村
が
川
内
村
と

し
て
自
立
・
存
続
し
続
け
、
子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
る
地
域
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
こ
そ
「
オ
ー
ル
川
内
」
で
村
民
の
皆
様
と
力
を
あ
わ
せ
、
身
近
な
地
域
の
資
源

や
可
能
性
を
最
大
限
に
活
か
し
、
前
向
き
に
明
る
く
実
現
で
き
な
い
百
の
理
由
を
見
つ
け

る
よ
り
も
、
実
現
で
き
る
一
つ
の
方
法
を
探
し
、
小
さ
な
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
今
年
も
、
「
し
て
も
ら
う
幸
せ
」
「
で
き
る
幸
せ
」
「
し
て
あ
げ
る
幸
せ
」
を
味
わ
え

る
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
職
員
共
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
村
民
皆
様
の
ご
提
案
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
最
良
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。�
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新年のご挨拶�

謹
賀
新
年�

村
長
　
　
　
　
　
遠
藤
雄
幸�

副
村
長
　
　
　
　
猪
狩
　
貢�

教
育
長
　
　
　
　
石
井
芳
信�

総
務
課
長
　
　
　
井
出
寿
一�

住
民
課
長
　
　
　
横
田
善
勝�

農
村
振
興
課
長
　
松
本
　
茂�

保
健
福
祉
課
長
　
秋
元
　
賢�

教
育
課
長
　
　
　
森
　
雄
幸�

出
納
室
長
　
　
　
猪
狩
　
一�

議
会
事
務
局
長
　
秋
元
英
男�

社
会
福
祉
協
議
会
局
長

　
古
内
建
治�



����

☆
風
力
関
係�

�

Ｑ
　
桧
山
風
力
発
電
を
田
村
市
と
共
同
で
観

　
　
光
地
に
す
る
よ
う
な
計
画
は
な
い
の
か
？�

Ａ
　
桧
山
風
力
発
電
は
全
部
で
14
基
あ
り
ま 

　
　
す
が
、
田
村
市
に
12
基
分
建
っ
て
お
り
、

　
　
本
村
に
は
2
基
し
か
な
い
た
め
村
側
で

　
　
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
田
村
市
に

　
　
働
き
か
け
ま
す
。�

��

☆
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
関
係�

�

Ｑ
　
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で�

　
　
今
後
河
川
の
清
掃
を
し
て
は
ど
う
か
？�

Ａ
　
村
民
皆
様
と
共
に
地
下
水
を
守
る
た
め

　
　
の
事
業
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
環
境
整
備
な
ど
と
一
緒
に
河
川
清
掃
も

　
　
進
め
て
行
き
た
い
で
す
。�
��

☆
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
関
係�

�

Ｑ
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
は
い
つ
か

　
　
ら
流
す
の
か
？�

Ａ
　
上
川
内
方
部
は
共
聴
組
合
で
、
下
川
内

　
　
方
部
は
村
が
光
フ
ァ
イ
バ
を
使
用
し
て

　
　
送
信
す
る
環
境
と
な
り
ま
す
。
視
聴
料

　
　
金
は
無
料
で
、
3
月
22
日
に
電
波
を
流

　
　
す
予
定
で
す
。�

☆
公
共
施
設
関
係�

�

Ｑ
　
健
康
増
進
の
た
め
個
人
に
対
し
て
も
体

　
　
育
館
や
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
利
用
許
可
や

　
　
健
康
器
具
の
整
備
を
し
て
は
ど
う
か
？�

Ａ
　
公
共
施
設
は
個
人
で
の
利
用
も
可
能
で

　
　
す
。
し
か
し
、
団
体
の
利
用
が
多
い
の

　
　
で
調
整
し
て
御
利
用
頂
く
こ
と
と
な
り

　
　
ま
す
。
ま
た
、
健
康
器
具
の
整
備
に
つ

　
　
い
て
は
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。�
��

☆
住
宅
関
係�

�

Ｑ
　
村
営
住
宅
の
戸
数
と
入
居
す
る
た
め
の

　
　
条
件
は
？�

Ａ
　
所
得
制
限
の
あ
る
住
宅
が
宮
坂
に
24
戸
、

　
　
沢
に
4
戸
あ
り
、
所
得
と
経
過
年
数
か

　
　
ら
賃
貸
料
が
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
若

　
　
者
定
住
住
宅
と
し
て
沢
に
8
戸
あ
り
、

　
　
賃
貸
料
は
3
万
か
ら
3
万
5
、
0
0
0

　
　
円
で
、
基
本
的
に
20
未
満
の
子
ど
も
が

　
　
1
人
い
る
場
合
は
3
、
0
0
0
円
、
2

　
　
人
以
上
の
場
合
は
5
、
0
0
0
円
が
控

　
　
除
さ
れ
ま
す
。�

��

☆
道
路
関
係�

�

Ｑ
　
小
野
富
岡
線
の
五
枚
沢
地
区
の
改
良
舗

　
　
装
工
事
に
つ
い
て�

Ａ
　
現
在
は
第
１
工
区
3
ヶ
所
を
工
事
中
で

　
　
26�
年
度
完
成
の
予
定
で
す
。
そ
の
後
第

　
　
2
工
区
の
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。�

☆
医
療
関
係�

�

Ｑ
　
厚
生
病
院
と
県
立
大
野
病
院
の
合
併
に

　
　
関
し
て
、
充
実
し
た
医
療
環
境
が
整
備

　
　
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。�

Ａ
　
合
併
は
県
が
計
画
し
、
設
立
に
向
け
て

　
　
進
め
ら
れ
て
お
り
、
医
療
環
境
の
充
実

　
　
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
県
立
大
野

　
　
病
院
に
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ

　
　
れ
、
厚
生
病
院
に
地
域
家
庭
医
療
セ
ン

　
　
タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。�

��

☆
そ
の
他�

�

Ｑ
　
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

　
　
い
る
の
か
？�

Ａ
　
箱
わ
な
を
村
で
7
基
設
置
し
ま
し
た
。

　
　
ま
た
中
山
間
直
接
支
払
を
利
用
し
1
区

　
　
と
4
区
が
3
基
づ
つ
設
置
し
て
い
る
状

　
　
況
で
す
。�

��

　
今
回
は
そ
の
他
、
道
路
や
用
水
路
、
河
川

な
ど
の
改
修
に
関
す
る
要
望
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。�

　
村
で
は
今
回
皆
様�

か
ら
頂
き
ま
し
た
要�

望
に
対
し
て
今
後
の�

予
算
状
況
を
踏
ま
え�

て
改
修
し
ま
す
の
で�

ご
理
解
ご
協
力
を
お�

願
い
し
ま
す
。�

����

　
今
年
で
7
回
目
と
な
り
ま
し
た
行

政
相
談
会
は
行
政
区
毎
に
開
催
し
、

皆
様
か
ら
沢
山
の
意
見
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
貴

重
な
ご
意
見
を
本
村
行
政
に
活
か
し
、

よ
り
良
い
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
主
な
ご
意
見

は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。�
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懇
談
会
の
様
子
（
第
一
行
政
区
）�
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出生赤ちゃん紹介�

久保田悠莉く　ん�

①男の子�

②平成21年12月16日�

高野　佳歩ちゃん�

①女の子�

②平成22年1月12日�

降矢　蒼生く　ん�

①男の子�

②平成22年4月3日�

佐久間愛里ちゃん�

①女の子�

②平成22年4月14日�

鈴木　莉奈ちゃん�

①女の子�

②平成22年4月28日�

　
昨
年
も
川
内
村
に
多
く
の
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん�

が
誕
生
し
ま
し
た
。�

　
１
年
間
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
特
集
と
し
て
平�

成
21
年
12
月
〜
平
成
22
年
12
月
ま
で
に
川
内
村
に�

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
な
お
、
今
回
は
平
成
22
年
12
月
８
日
現
在
、
川�

内
村
に
住
所
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
掲
載
し�

て
い
ま
す
。�

　
①
性
　
別
　
　
　
　
②
出
生
日�

ゆう�り�

か�ほ� あお�い�

あい�り� り�な�



高野　花恋ちゃん�

①女の子�

②平成22年6月20日�

河原　新奈ちゃん�

①女の子�

②平成22年6月17日�

嶋田　凌晟く　ん�

①男の子�

②平成22年7月24日�

秋元綜一郎く　ん�

①男の子�

②平成22年7月27日�

横田　千尋ちゃん�

①女の子�

②平成22年8月1日�

猪狩　　心ちゃん�

①女の子�

②平成22年9月18日�

箭内　悠真く　ん�

①男の子�

②平成22年9月27日�
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出生赤ちゃん紹介�
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か�れん� にい�な� りょう�せい�

いち�そう� ろう� ち�ひろ� こころ�

ゆう�ま�



 

川
内
村
と
相
馬
税
務
署
で
は
、
平
成
22
年
分
の

所
得
申
告
相
談
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。�

《
申
告
の
際
持
参
い
た
だ
く
も
の
》�

◇
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
用
紙�

◇
印
鑑（
預
金
通
帳
に
し
よ
う
し
て
い
る
も
の
）�

◇
生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料
、長
期
損
害
保
険�

　
料
、国
民
年
金
保
険
料
、社
会
保
険
料
等
の
払
い

　
込
み
証
明
書�

◇
営
業
な
ど
の
方
は
仕
入
れ
や
売
上
、経
費
な
ど
収�

　
支
明
細
が
わ
か
る
も
の�

◇
給
与
、年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票（
所
得
税
が
還�

　
付
さ
れ
る
場
合
に
は
預
金
通
帳
の
口
座
番
号
）�

◇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、平
成
22
年
中�

　
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
な
ど�

《
準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
》�

　
農
業
の
申
告
も
収
支
で
の
申
告
に
な
り
ま
す
。
農

業
で
得
た
収
入（
米
・
た
ば
こ
・
牛
等
の
販
売
額
等
）

の
把
握
と
農
業
に
必
要
な
経
費（
肥
料
代
・
農
薬
代
）

の
振
り
分
け
を
し
て
申
告
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。�

　�　
申
告
相
談
の
日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。�

　
申
告
の
準
備
は
早
め
に
行
い
、当
日
忘
れ
物
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
役
場
住
民
課
税
務
係�

　
　
　
38
―
２
１
１
４�

＊
受
付
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。�

○ 休日受付　3月 6 日（日）・12日（土）は、午前 9 時～午後 3 時まで�
○ 延長受付　相談対象地区にかかわらず、毎週水曜日は、午後 7 時まで�

曜日�月　　日� 相　談　対　象　地　区� 会　　　　場�

2月15日�

2月16日�

2月17日�

2月18日�

2月21日�

2月22日�

2月23日�

2月24日�

2月25日�

2月28日�

3月 1 日�

3月 2 日�

3月 3 日�

3月 4 日�

 8 区（五枚沢地区）�

 8 区（毛戸地区）�

 5 区（宮渡～坂シ内の一部）�

 5 区（田ノ入～坂シ内の一部）�

 7 区�

 7 区�

 6 区（西山地区）�
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　村内定住希望の若者や村内へ移住を考える人たちが新しい生活を始める時に、川内村では住宅
が不足し、定住のための住環境が厳しい状況にありました。�
　そこで、若者等が快適で安心して生活できる住宅環境の整備をはかるため、平成22年度に地
域活性化・経済対策交付金等を活用し、若者定住促進住宅の建設を行ってきました。�
　平成23年4月の運用開始に先立ち、次の用件により入居者の募集を行います。�

◇名　　称　「若者定住促進住宅」�
◇所 在 地　下川内字坂シ内15－1�
◇構　　造　1階部：鉄筋コンクリート�
　　　　　　2階部：木造�
◇募集戸数　8戸（1階4戸・2階4戸）�
◇１戸概要　床面積　62.4㎡�
　　　　　　間取り　2LDK�
◇住宅使用料　通常家賃　1階部　30,000円�
　　　　　　　通常家賃　2階部　35,000円�
　　　　　　　■1子を扶養する者は通常家賃から
　　　　　　　　3,000円減額する�
　　　　　　　■2子以上を扶養する者は通常家賃
　　　　　　　　から5,000円減額する�
　　　　　　　＊子とは、年齢が満20歳未満のもの
　　　　　　　　とする�
◇入居資格　■入居申込時において、年齢が満40歳
　　　　　　　未満の者（世帯主及び生計中心者）�
　　　　　　■現に住宅に困窮していることが明ら
　　　　　　　かな者�
　　　　　　■市町村税などを滞納していない者�
　　　　　　■過去に村営住宅に入居していた者に
　　　　　　　あっては、未納の家賃等当該村営住
　　　　　　　宅の使用に係る債務がないこと�
　　　　　　■過去に不法行為等により村営住宅を
　　　　　　　退去させられたことがないこと�
　　　　　　■その者又は同居しようとする親族が
　　　　　　　暴力団員による不当な行為の防止等
　　　　　　　に関する法律第2条第6号に規定する
　　　　　　　暴力団員でないこと�
　　　　　　■川内村に住所を有する者および村内
　　　　　　　に定住する意思のある者�
◇入居期間　■入居申込者が満50歳に達する年度末
　　　　　　　までとする�

◇入居者の負担　■住宅使用料�
　　　　　　　　■電気、ガス、水道及び農業集落
　　　　　　　　　排水の使用料及び共同施設によ
　　　　　　　　　る維持運営に要する費用等�
　　　　　　　　■入居決定後、敷金としての家3
　　　　　　　　　ヶ月分�
◇入居時について　■ガス器具等は、設置されてお
　　　　　　　　　　りませんので各自ご用意願います�
　　　　　　　　　■犬・猫等ペットの飼育は、一
　　　　　　　　　　切許可しません�
　　　　　　　　　■迷惑行為があった場合は住宅
　　　　　　　　　　を明け渡していただきます�
　　　　　　　　　■詳しい要件については、契約
　　　　　　　　　　時に説明いたします�
◇申込期間　平成23年1月4日（火）から平成23年1月
　　　　　　25日（火）�
　　　　　　（土・日・祝祭日を除く平日午前9時00
　　　　　　分から午後5時00分の間）�
◇受付場所　川内村役場　農村振興課　土木係�
◇入居予定年月日　平成23年4月1日より�
◇申込必要な書類　■申込用紙（土木係にあります）�
　　　　　　　　　■住民票謄本（入居予定者全員）�
　　　　　　　　　■所得証明書（入居予定者全員）�
　　　　　　　　　■納税証明書（入居予定者全員）�
◇選考方法　申し込み多数の場合は、抽選となります�
　　　　　　（抽選に参加できる人は入居資格があると
　　　　　　認められた方のみです）�
◇問い合せ　農村振興課　土木係（38－2117）�
�

坂シ内に建設予定の住宅イメージ図�坂シ内に建設予定の住宅イメージ図�



�

川内村役場（住民課）��
�

川内村役場（住民課）�
（転出証明書をもって�
 新たに住む住所地の�
 市区町村役所で転入�
 届を行います）�
��

川内村役場（住民課）��
�
�

川内村役場（住民課）�
�

届出の種類�
・届出人の印鑑�
・転出証明書�
・本人確認ができる�
　身分証明書�
・届出人の印鑑�
・転出予定先の住所�
・国民健康保険証�
　（加入者のみ）�
・本人確認ができる�
　身分証明書�
・届出人の印鑑�
・転居先の住所�
・本人確認ができる�
　身分証明書�

・届出人の印鑑�
・本人確認ができる�
　身分証明書�

川内村内に新たに�
住所を定めた日か�
ら14日以内�
�
転出が決まって、�
川内村を去るまで�
の間�
（転出する13日前か�
  ら手続きできます）�
�
川内村内で住所を�
移した日から14日�
以内�
�世帯分離・世帯合�
併や世帯主に変更�
があった日から14�
日以内�

�

転　入　届��
�
�
�

転　出　届��
�
�
�

転　居　届��
�
�

世帯変更届�

届出の期間� 届出の場所� 届出に必要なもの�
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日常的な病気の治療や、医療相談などに応じても
らえるかかりつけ医を持つことは大切です。気に
なる症状があれば、まずはかかりつけ医を訪ねる
ようにしましょう。�

同じ疾患で、複数の医療機関にかかる「重複受診」
はやめましょう。医療費が増加するばかりではな
く、検査や薬の重複などで、体に悪影響を与えて
しまう心配があります。�

休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性
の高い患者さんのためのもので、医療費も高く設
定されています。緊急時以外は、平日の時間内に
受診することを心がけましょう。�

薬は飲み合わせによって、副作用が生じる場合が
あります。「お薬手帳」を利用したり、服用中の薬
を医師や薬剤師に伝えるなどして、不要な薬をも
らわないようにしましょう。�

夜間や休日に、お子さんが急な病気で心配になったら、
小児緊急電話相談を利用することを考えましょう。
小児科医や看護師から、お子さんの症状に応じた適
切なアドバイスが受けられます。�

ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発
医薬品）と同等の効果で価格が安いというメリッ
トがあります。医師や薬剤師と相談しながら、積
極的に活用しましょう。�

＊ご利用できる時間は、お住まいの自治体によって異なります�

ポイ�
ント�

ポイ�
ント�

ポイ�
ント�

ポイ�
ント�

ポイ�
ント�



　村では、農業振興地域整備計画（農振計画）の総合見直し（おおむね5年ごと）を行います。�
　この計画は、農業の健全な発展を目指し、自然条件、土地利用の動向、人口、産業の将来見通
しなどを考慮しながら農用地の効率的な利用を図るものです。�
　また、生産性の高い農業と豊かで住みよい農村環境を確立するための大切な計画であり、10年
先を展望した農業振興の基本計画です。�

　農用地区域（農地）は、農業のための利用を確保する区域です。原則として農業以外の目的で
の利用はできません。�
　やむを得ず農用地区域内で住宅（農家住宅、農家分家住宅）の建築や敷地（宅地）の拡張、私道
として利用を行いたい場合には、次に掲げる要件をすべて満たした場合に限り、農振除外をす
ることができます。�

　総合見直し期間及び計画変更後概ね5年間に、農地に住宅や農業用倉庫の建築計画、その他
転用の必要がある場合は、事前相談及び農振除外の申出を行ってください。�
　※相談及び申出の際は、事前に下記お問合わせ先に連絡をお願いします。�

①農用地区域以外に利用できる土地がないこと�
②農用地の集団化や農作業の効率化など、農業上の土地利用に支障が生じないこと�
③土地改良施設（用排水路や農道など）の機能に支障が生じないこと�
④土地改良事業などを行った区域内では、事業が完了してから8年以上経過していること�
⑤農地法などの許可見込みがあること�
⑥中山間直接支払交付金事業の対象農用地でないこと�
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　注：なお、今回の総合見直しの関係で、随時変更（緊急性のある農振除外）及び軽微な変更（個別的な用途変更）
による除外申出は、計画の見直し完了までは受付を凍結したします。�

【お問い合わせ先：農村振興課　産業振興係　　 38－2115】�
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公立双葉准看護学院生徒募集�

放送大学�
4月生募集のお知らせ�

■募集定員　30名�
■受験資格　中学校卒業以上の心身健全なる者�
■願書受付期間　平成23年1月4日（火）～1月28日（金）�
■出願書類�
　（1）入学願書（本学院指定用紙に記入し、写真貼付押印）�
　（2）調査書　最終学校（専門学校及び専修学校卒業
　　　　　　　者は、中学校又は高等学校、短大・大学
　　　　　　　卒業者は、高等学校）の所定の様式。�
　（3）卒業証明書または卒業見込証明書�
　　最終学校の所定の様式。但し、上記（2）調査書の中
　　に証明が含まれている場合は、必要ありません。�
　（4）入学検定料　10,000円�
　※入学願書を郵送する場合は、検定料は郵便為替（無記
　名）で書類に同封して下さい。又、受験票返信用として
　430円分の切手を貼付し、住所を明記した封筒（12㎝×
　23.5㎝）を同封して下さい。�
■試験日時　平成23年2月1日（火）午前9時20分�
■試験科目　（1）筆記試験（国語、数学）（2）面接（3）作文�
■試験会場　本学院�
お問い合わせは、公立双葉准看護学院　事務室�
　　　　　　　　　　　　　　　 　 0240－33－2990�
　福島県双葉郡双葉町大字長塚字谷沢町31番地�

膝痛・腰痛予防教室�

　放送大学では、平成23年度第1学期（4月入学）の学生を
募集しています。�
　放送大学はテレビなどの放送を利用して授業を行う通信
制の大学です。�
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたいな
ど、様 な々目的で幅広い世代、就職の方が学んでいます。�
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅
広い分野を学べます。�
�
出願期間は2月28日まで。�
資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学福島
学習センターいわきサテライトスペース（　 0246－22－7318）
までご請求下さい。�
放送大学ホームページでも受け付けております。�

「こころの講演会～心の病気の理解�
とその接し方について～」のご案内�

　膝痛・腰痛を予防して、日常生活を快適に過ごしま
せんか？痛みを予防する方法や症状の軽減方法につい
て学び実習する教室です。�
■期日　2月4日（金）　（3月までに4回教室を予定しています）�
■時間　午後1時30分～3時�
■場所　ゆふね　保健指導室�
■対象　概ね65歳以上で、膝や腰に痛みや不安のある
　　　　方で運動可能な方、医師に運動を勧められた方�
■内容　膝痛・腰痛予防についての講話と実技�
■講師　健康運動指導士　青木　春弥先生�
＊飲み物を持参して下さい。�
＊参加を希望される方は、1月31日（金）まで、保健福
　祉課（ゆふね内）　 38－2941に申し込んで下さい。�

福島県狩猟免許試験を実施します�

　一生涯のうち日本人の15人に1人がうつ病にかかるとい
われています。しかし、多くの場合、体の不調や食欲低下、
不眠などから始まるため、こころの病気だと気づくことが困
難です。今回の講演会では、うつ病などのこころの病気の
サインや特徴、ストレスとの上手なつき合い方について講演
していただきます。併せて、悩みを抱えている方への接し方
や相手の話を上手に聴く「聴き方のポイント」などについても
お話いただく予定となっております。�
　自分自身や、大切な人のために、ぜひ「こころ」の健康の
ことについて一緒に考えてみませんか？�
■講　演　「こころの講演会～心の病気の理解とその接
　　　　　し方について～」�
　　　　　小高赤坂病院　臨床心理士　須藤康宏先生�
■日　時　平成23年1月26日（水）�
　　　　　午後1：30～午後2：30�
■場　所　複合施設ゆふね　保健指導室�
■参加費　無料�
■問い合わせ先　（ゆふね内）保健福祉課　　38－2941�
※講演会終了後、１時間程度相談会も予定しております。
相談会は事前予約となりますので、あらかじめご連絡ください。�

家族のためのうつ病教室�
　相双保健福祉事務所において、家族のためのうつ病
教室を開催します。�
■場所　相双保健福祉事務所　第4相談室�
■日時　1月14日（金）／1月28日（金）�
■時間　午後1時半～午後3時半�
■内容　家族のストレス対策・社会資源の活用／うつ     �
　　　　病の薬の話と対応方法�
■申込み・問い合わせ先�
　福島県相双保健福祉事務所　障がい者支援チーム�
　　 （0244）26－1326�
※事前予約制となりますので、参加を希望される方は
あらかじめご連絡ください。�

　福島県では、下記のとおり平成22年度の狩猟免許試
験を実施します。�
◎試験期日　平成23年2月20日（日）�
◎試験会場　郡山市労働福祉会館（郡山市虎丸町7－7）�
◎受験申込みの受付期間�
　平成22年12月20日（月）～平成23年1月21日（金）�
　狩猟免許の種類、受験資格、受験申込み（申請）に必
要な書類、試験の内容等については、【平成22年度福
島県狩猟免許試験のご案内】（役場農村振興課窓口に
設置）又は福島県自然保護課のホームページをご欄く
ださい。�
【お問い合わせ先】�
　川内村農村振興課　　　　　　0240－38－2117�
　相双地方振興局県民生活課　　0244－26－1144�
　県庁生活環境部自然保護課　　024－521－7210�



平成23年川内村消防出初式開催�村の入札に参加を希望する方へ�
【日時】　平成23年1月9日（日）�
　　　　 午前9時～�
【場所】　川内村村民体育センター�
※午前7時に消防団・婦人消防隊招集のサイレン
　を鳴らしますので、火災と間違わないように
　お願いいたします。�

　川内村では、村が発注する工事・測量設計委託・
物品購入及び製造の入札に係る、入札参加登録申
請の受付を行います。�
�
■対　　象　村が発注する工事・測量設計委託・物
　　　　　　品購入及び製造の指名入札に参加を希
　　　　　　望される方となります。�
■登録期間　平成23年度、24年度の2年間となります。�
　　　　　　（平成23年6月1日から平成25年5月31日
　　　　　　まで）�
■受付期日　平成23年2月1日（火）から平成23年2月
　　　　　　28日（月）までとなります。�
■受付窓口　川内村役場総務課財産管理係で受付し
　　　　　　ます。�
　　　　　　　 38－2111�
■申請方法　郵送または、直接持参して下さい。�
　　　　　　・窓口申請の場合には、土、日曜日
　　　　　　　及び祝日を除く、午前8時30分から
　　　　　　　午後5時15分まで受付します。�
　　　　　　・郵送の場合には、当日消印有効です。�
■様　　式　福島県の様式で申請となりますので、福
　　　　　　島県のホームページから様式をダウンロ
　　　　　　ードして下さい。�
■注　　意　申請書類については、A4紙ファイル
　　　　　　に綴じて申請して下さい。�
　　　　　　（ファイルの留め金具については、プラス
　　　　　　チック製とします。）�
■村のホームページにも掲載しておりますのでご
　参照して下さい。�

　第57回文化財防火デーにちなんだ文化財防火
訓練を1月23日（日）午前9時から川内村文化財に
指定されている上川内の虚空蔵尊で行います。
西迎地内で山林火災が発生し延焼中との想定で
行い、消防車が出動しますので、火事と間違わ
ないようにご注意ください。またバケツリレー
や消化器操作訓練も行いますので、付近の方で
参加できる方は是非9時00分に第2分団屯所にお
集まりください。�

　広報「かわうち」に掲載した写真の中でお子
様やご家族などが映っている写真を必要とす
る場合は提供いたしますので企画財政係まで
ご連絡下さい。�
■問い合せ�
　企画財政係�
　e-mail：kizai@ill.kawauchi.lg.jp�
　　 38－2112

　今回、より地域に密着した結婚推進をはかるため、
各行政区に結婚アドバイザーを委嘱いたしました。�
　アドバイザーは結婚推進に関する情報提供とア
ドバイス等を行います。�
　気軽に問合せ・相談をしてください。�
　結婚相談所では、未婚の方を対象に出会いイベ
ントを企画･実施を予定しております。積極的なイ
ベントの企画提案・参加・利用をしてください。�

12月双葉家畜市場子牛セリ結果�

文化財防火訓練のお知らせ�

広報掲載写真について�

遠藤　和雄�
遠藤　好夫�
松崎　君子�
新妻かつゑ�
猪狩　英子�
渡邊多美子�
三瓶つね子�
秋元トヨ子�

上川内字続ケ滝522-13�
上川内字久保86-1�
上川内字原240�
上川内字瀬耳上252-1�
下川内字田ノ入8-1�
下川内字水上30�
下川内字熊ノ坪7�
下川内字糠塚32

38-2135�
38-2640�
38-3055�
38-2722�
38-2109�
38-3302�
38-3297�
38-3356

行政区� 電話番号�住　　所�結婚推進�
アドバイザー�

双葉家畜市場�
（全体）�

前回比�

川内村（村内）�

前回比�

販売頭数� 販売総額� 最高価格� 平均価格�

182頭�

7頭減�

19頭�

2頭減�

601,650円�

68,250円増�

478,800円�

26,250円増�

410,742円�

53,209円増�

378,608円�

41,496円増�

71,195,206円�

3,621,406円増�

7,193,550円�

1,462,650円増�

＊川内村結婚相談所（農業委員会）　　38－3804

川内村結婚推進アドバイザー�

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8

結婚推進アドバイザーが�
お手伝いします。�
結婚相談所（農業委員会）�
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　　　火災多発期！　防火対策に努めましょう！�富岡消防署から�
のお知らせ�

～2010年度全国統一防火標語～�
◇多発するストーブ火災に注意！ �
　暖房器具の中でもストーブによる火災は、毎年火災原因の上位となっています。そのほとんどは、「使用
者の不注意」によるものです。�
　どんな種類のストーブでも火災につながる可能性がありますので、正しい使用方法を心がけましょう。�

【ストーブを使用する際の注意点】�
●ストーブ上や周囲には、洗濯物を干さない。　●スプレー缶などをストーブのそばに置かない。�
●ストーブをつけたまま寝ない。外出しない。　●給油をする際には、必ず火（電源）を消してから行う。�

◇子供には火遊びをさせない！ �
　火遊びによる火災のうち、ライターが原因となっているものが多く発生しています。�
　子供たちの大切な生命を火災から守るためにも、ライター等の取り扱いには十分注意しましょう。�

【火遊びによる火災防止のポイント】�
●ライターやマッチ等を子供の手の届く場所に置かない。　●火災の恐ろしさについて、きちんと説明する。�
●子供だけで火を取扱わせない。　　　　　　　　　　　　●子供だけを残して外出しない。�

◇住宅用火災警報器の設置期限が迫る！ �
　一般住宅の寝室等に住宅用火災警報器を平成23年5月31日までに設置�
することが定められています。皆さんのお宅には、設置済みですか？�
　双葉郡内でも「付けていて本当によかった。」という事例が報告されて�
いますので、 早期設置を心がけ、尊い家族を火災から守りましょう！�

『消したかな』あなたを守る　合言葉�

平成23年5月31日まで�

残り151日�
（平成23年1月1日現在）�

（詳しくは　富岡消防署：　 22－2119　川内出張所：　 38－2119 まで）�

食改コーナー�



　最も長い第2学期が終了しました。第2学期には大きな行事である創立60周年記念式典及び第16回紅葉祭
があり、通常の教育活動を報告することが少なかったと思います。そこで、今回はボランティア活動など
の生徒の活動状況や12月10日時点での進路状況などをお知らせします。�

　今年度のボランティア活動終了�
　「村内各公的機関及び村民の皆様の理解と協力を得てボラン�
ティア活動を推進し、川内校の生徒の自主性と社会性の伸長を�
目指し、心豊かな人格形成を図る」という目的で実施しました。�
さらに今年度は道徳教育の全体計画にも位置づけ、「地域社会の�
一員として、村内のイベントや福祉事業に関わり、地域を愛する�
心、文化や伝統を尊重できる豊かな人間性、社会性を育てる」と�
いう目標で以下のボランティアを実施しました。�
・かわうち高原ドウダンまつり（6月）　3名�
・第45回天山祭り（7月）　4名�
・木戸ダム祭り（7月）　3名�
・第63回夏季野球大会【盆野球】（8月）　3名　　・敬老会（9月）　4名　　　　　　�
・かわうち祭り～秋の陣～（10月）　10名（全校生）・かわうち保育園（通年）放課後1回2名ずつ参加�
　これらの活動に参加することにより、校内では体験のできない地域の方々との交流ができました。あい
さつの仕方、異年齢との話し方、積極的に活動することの大切さ等を学び、最後には感謝される喜びを味
わうことができました。そして、物事は一人ではできず、周囲の方々の協力があってできるということを
体験し、感謝の気持ちを持つ事ができたと思います。�

　川内校生の食育（朝食）に関するアンケート�
　12月上旬に川内村教育研究会保健体育班による食に関するアンケート調査を実施しました。（生徒10名）
よりよい生活習慣を身に付けさせるための指導に活用する目的で実施しました。�
①朝食を食べますかの問いに「ア、毎日食べる　9名　イ、食べないときもある　1名　ウ、食べない　0名」
でした。朝食には普段どんなものを食べているか、主食【ごはん、パン、麺など】、主菜【肉、魚、卵、納豆
など】、副菜【おひたし、野菜サラダなど】、汁物【味噌汁、牛乳など】の調査をしましたが、副菜だけとい
う生徒は1名おりましたが、他は複数食べておりました。朝食を食べるためには、早く起きなければならな
い。早く起きるためには過度な夜更かしはしていないと推測されます。今年は川内校では生徒指導上の問
題はありません。このような規則正しい生活習慣のおかげだと思います。そのおかげで、学校全体として
学習にも集中でき、以下のような進路達成がなされていると考えます。�

　進路状況　12月10日現在�
　就職に関しては、報道されているとおり大変厳しい状況ですが、当初希望していた4名が全員1回目の応
募で内定を得ました。東北電力（株）の男子1名をはじめ、地元企業に男女各1名、関東の飲食店関係に女子1
名が決定しています。�
　進学に関しては国立大学である茨城大学人文学部に女子1名、日本大学芸術学部に女子1名、神奈川県立
の看護専門学校に女子1名、福島介護福祉専門学校に男子1名が合格しています。進学に関しては1月から一
般入学試験が開始されます。�

　創立60周年記念事業　記念碑建立�

川内校　分校長　阿久津正廣�

1月の主な行事�

 4 日　仕事始め�
11日～14日　冬季セミナー�
15日、16日　大学入試センター試験�
18日　第3学期始業式、�
　　　冬季課題テスト�
21日　第3回英語検定�
26日～31日　学年末考査�

「夢の絆」　　　福島県立富岡高等学校川内校　記念碑モニュメント�

　豊かな自然環境に恵まれた川内校は長い歴史のなかに1つの幕を閉じようとしています。�
今までこの学校を巣立っていった卒業生をはじめ、地域の方々、教職員の方々、そしてこの学校に関わっ
てこられた多くの関係者にとって万感の想いであると思われます。�
　学校は閉校になっても、この川内校を母校としてかけがえのない友と過ごした若き日々を、お互い厚い
夢や希望を抱いて巣立っていった日々を、いつまでも忘れ得ぬものとして、10数個の石に託して「夢の絆」
という作品にし、記念碑を建立する準備を進めております。�

 ↑かわうち祭り　ボランティア�



美味しいくできるかな� 何をお願いしたのかな？�

優良運転者のみなさん�

フラダンス�

よさこい�
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　第8回天山てらこや学習塾は、12月11日（土）にコミュ

ニティセンターで、クリスマスケーキ作りを行いました。�

　スポンジケーキに生クリームを塗りフルーツを盛りつけ

たり、とても美味しそうな天山てらこやオリジナル「クリ

スマスケーキ」が出来上がりました。�

　出来上がったケーキは塾生全員で完食しました。�

　今度はお家で作ってみてくださいね。�
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　11月15日（月）かわうち保育園のにじ組は自分が作った

千歳あめの袋を持って下川内の諏訪神社に七五三のお宮参

りに行きました。�

　七五三は手を合わせて何を祈ったのでしょう。�

☆メリークリスマス☆�
～おっきいケーキをつくろう～�

七五三をしました�
　　　　かわうち保育園�

第35回富岡地区�
　　　　交通安全大会川内�

広報かわうち　平成23年1月� 14

　富岡警察署管内5町村の第35回富岡地区交通安全大会が去る12月３日に川内村村民体育センター

で開催されました。�

　大会では今後とも交通事故のない安全で安心できる地域づくりを目指して地域・職域・家庭が一

体となって運動を展開することを誓い、大会宣言を採択しました。�

　また、大会会場が本村ということで、大会アトラクションを川内フラダンスサークルによるフラ

ダンス、柔和会によるよさこいが実施され、来賓及び多くの受賞者から盛大な拍手を頂きました。�

　受賞者については次のとおりです。�

☆中央表彰（敬称略）○交通功労者　坂本司善�

☆県　表　彰（敬称略）○優良運転者　渡辺初雄　　○交通安全優良学校　川内小学校�

☆地区表彰（敬称略）○交通功労者　佐久間いく子・藤田松美・秋元由紀子�

　○優良運転者　武藤静夫・久保田ノブ子・遠藤義明・三瓶秋子・遠藤スミ子・菅波美智子・久保田

　　　　　　　　加代子・横田喜美子・佐久間きみ子・佐久間洋子・渡邉功男・遠藤文男・佐々木

　　　　　　　　恵子・渡邊歌子・井出美子・渡邉廣二・渡邉昌子・佐々木弘・久保田幸男・久保

　　　　　　　　田悦子・菅波富雄・久保田信一・関和夫・久保田茂次・古内元・酒井秀法・遠藤

　　　　　　　　三郎・西山恭司・坂本浩治�

　○優 良 学 校　認定こども園　かわうち保育園　　○優 良 団 体　川内村交通安全母の会�
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　12月11日（土）保育園で生活発表会が行われました。�

　練習してきた歌やダン�

ス・オペレッタ・創作劇�

などを元気いっぱい発表�

しました。�

　お家の人に見てもらい、�

たくさん拍手をもらって�

嬉しそうでした。�
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　11月16日（火）かわうち保育園では火の用心教室を行い

ました。�

　富岡消防署川内出張所の協力を得て、避難訓練を行い、

その後消防士さんの火の用心の寸劇や紙芝居「十二匹の火

事のお話」「ふたごのぽっぽとぼーぼー」をみながら火の

用心を学びました。�
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　かわうち保育園では食育事業の一環として、身近な野菜

の種まきから観察・手入れ・収穫・料理を実施しています。

今回は保育園で収穫したさつまいもや大根を使い豚汁を作

りました。いちご組は野菜をちぎり・ほし組が野菜を洗い、

そら組が皮引き、にじ組が包丁で切りました。�

　自分達が作った野菜でおいしいおいしい豚汁でした。�

　さらに食生活改善推進員さんやサポーターさんのご協力

もと、お母さん方とともに味噌作り体験もしました。麹・塩・

大豆を混ぜて力を込めて潰しました。美味しい味噌になーれ。�

火の用心教室　�
　　　かわうち保育園� 豚汁・味噌作り�

生活発表会�

広報かわうち　平成23年1月�15

火の用心について学ぶ子供たち�

お料理楽しいね�

にじ組の創作劇�

そら組による演劇�

ほし組の合唱�



【善意のご寄付】�
　次の方から、ご寄付をいただきました。厚く御
礼申し上げます。�

＊ご遺志金�
・渡邉　一　様（御所平）　故渡邉　照子様ご遺志�
・古内　茂　様（国　見）　故古内　賢一様ご遺志

＊一般ご寄付�
・望月威男様（田村市）　・望月隆司様（田村市）�
　（株）イシフクフタバ会長　　（株）イシフクフタバ代表取締役�

　身近な方との交流や仲間づくりや楽しい話し合
いの機会を持つ、ふれあい・いきいき　サロンの
1月開催予定日について、ご案内しますので、参
加くださいますようお願いいたします。�

■期日・場所�
　1月18日（火）　午前9時30分　ゆふね�
　　　　　　　　6区･7区高齢者�
　1月19日（水）　午前9時30分　ゆふね�
　　　　　　　　5区･8区高齢者�

　平成22年度川内村老人クラブ高齢者体力測定会は、
1回目7月7日に続く第2回目として11月19日川内村コ
ミュニティセンター2階で開かれました。測定をする
ことにより自分の体力を知り運動習慣を身につけ、体
力の保持につとめることを目的としており、県老人ク
ラブ職員や保健福祉課の協力を得て、寒い中の測定で
したが、参加者は真剣に取り組んでいました。�

　川内村グランドゴルフクラブ（会長　西山光煕）
では、この程、川内村役場を訪れ2万円の寄付金を
届けました。これは、ホールインワンをした方か
ら集められたものの一部で、「村内の福祉のために
役立てて下さい。」と遠藤雄幸村長（社協会長）に手
渡しました。�☆受付期間：平成23年1月11日（火）から同年1月28日（金）

　　　　　　までの（執務時間中）とします。�
☆試験期日：平成23年2月中に予定しています。�
　　　　　　（後日通知）��
☆試験会場：複合施設「ゆふね」内��
☆結果発表：受験者に通知いたします。��
☆申込方法　��
　○申し込みは、川内村社会福祉協議会に準備してある
　　申込書に、必要事項を記入して、当協議会まで提出
　　してください。��
　○申込書を郵送する場合は、1月28日（金）までの消印
　　のあるものに限ります。��
　○申し込み・問い合わせ先��
　　社会福祉法人　川内村社会福祉協議会��
　　〒979-1202　川内村大字下川内字坂シ内133-5��
　　TEL 0240-38-3802　Fax 0240-39-0556

通所介護事業所臨時雇用登録者募集�
（デイサービス）登録職員「介助員・看護師」��
☆職種及び募集予定人数　介助員・看護師　若干名�
☆採用予定年月日　平成23年4月1日（3月中に実務研修有り）��
☆資格要件　看護師：看護師（准看護師）資格を有し自動車普
　　　　　　　　　　通免許を有している方。　 ��
　　　　　　介助員：自動車普通免許を有している方。��
☆年齢制限　昭和21年4月1日以降に生まれた方。��
☆賃金及び勤務条件　当社会福祉協議会登録職員就業規則に
　　　　　　　　　　よる。��
☆勤務条件　看護師・介助員として、職員体制の不足した場
　　　　　　合の臨時的な補充とする。��
☆試験方法　個別面接による。��

訪問介護事業所登録ヘルパー募集��
☆募集人員　登録介護員　若干名��
☆採用予定年月日　平成23年4月1日（3月中に実務研修有り）��
☆資格要件　ヘルパー養成研修2級以上の修了者又は、介護
　　　　　　福祉士資格取得者、自動車運転免許を有する者
☆年齢制限　昭和21年4月1日以降に生まれた者（学歴は問い
　　　　　　ません）�
☆賃金及び勤務条件　当社会福祉協議会登録職員就業規則に
　　　　　　　　　　よる。��
☆試験方法　個別面接による。�

川内村社会福祉協議会では次のように募集いたします。�



　民生委員は、社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に立って相談に応じ、及び必要な援助
を行い、もって社会福祉の増進に努めるものとすることが任務となっております。�
　3年の任期満了により、新たに12月1日付で厚生労働大臣から13名が任命されました。�
　今回の改選では9名が再任され4名が新任です。�
　生活上での悩みや困りごとがありましたら地区民生委員へお気軽に�
ご相談ください。�

第1区全域担当�
遠藤敏子　再任�

第2区全域担当�
秋元淑子　再任�

第3区林・古町・原担当�
松崎君子　再任�

第5区坂シ内・田ノ入担当�
河原英雄　再任�

第5区宮渡・宮ノ下担当�
遠藤弘子　再任�

第4区全域担当�
新妻かつゑ　新任�

第3区町分・早渡担当�
秋元順子　新任�

第8区荻担当�
高子友子　再任�

第8区毛戸担当�
秋元トヨ子　再任�

第7区全域担当�
佐久間きみ子　新任�

第6区全域担当�
渡邉久江　再任�

村内全域担当�
西山かね子　新任�

村内全域担当�
秋元良子　再任�



こんにちは　地域包括支援センター　です。�
（地域のみなさまへ）�

川内村地域包括支援センターは、高齢者等に関わるさまざまな相談を受付けております。�

複合施設ゆふね内　地域包括支援センター　　38－2941

　ゆふね待合室わきの愛育文庫では、絵本の貸し出しを行っています。�
―読んでみませんか？愛育文庫からおすすめの絵本―�

1月は、“お正月”今年の干支の“うさぎ”をテーマにおすすめの絵本を展示しています。�

冬休み、親子で絵本を楽しんでみませんか？�

・・・・・�

■期　日　2月1日（火）　　■受　付　10時～12時まで（予約制）　　■場　所　ゆふね�
■対　象　2歳以上で言葉が遅い、落ち着きがないなど精神面のことで気になるお子さんをおもちの方�
■相談員　熊坂しのぶ先生（臨床心理士）　　■申し込み　ゆふね　保健師まで　　38―2941

すこやか相談�



※休日当番医は変更になる場合があります。受診の際は確認を
　お願いします。�

　家にこもりがちなので生活の範囲を広げたい、人付
き合いがうまくいかない、規則的な生活を送れるよう
にしたい、病気とうまく付き合いたい、退院したので
働く自信をつけたい等の悩みをもつ方を対象にデイケ
アを月1回開催しています。参加を希望する方は、直
接保健師に申し込んでください。�
■期日・内容　1月12日（水）　正月遊び�

デイケア�

運動教室�

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

読
み
や
す
い
親
し
み
の
あ
る

広
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
と
に
か
く
や
っ
て
み
る

を
今
年
の
抱
負
と
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。�

〈
企
画
財
政
係
　
渡
邉
〉�

氏
　
名�

年
齢�

住
所�

　
戸
籍
の
窓
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は

住
民
課
住
民
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。�

※
な
お
、
川
内
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
な

　
い
方
で
も
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
事
前

　
に
住
民
課
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。�

渡
邉
　
照
子�

79
歳�

御
所
平�

古
内
　
賢
一�

72
歳�

国
　
見�

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記の都合により休診にさ
せていただきますので、休診日を避けてご来所ください。�

※　上記「休診」は、予定ですので変更する場合もありますので、
あらかじめご了承願います。変更の場合、診療所の受付や診
療バスに「お知らせ」を掲示してお知らせいたします。�

　運動教室を開催しています。楽しく体を動かして
みませんか。�
■期日・場所　元気クラブ―1月13日（木）�
　　　　　　3区山村活性化センター�
　　　　　ほがらかクラブー1月20日（木）�
　　　　　　西山集会所　�
　　　　　なごやかクラブ―1月31日（月）�
　　　　　　1区集会所�
　　　　　しあわせクラブー1月13日(木)�
　　　　　　5区集会所�
■時　間　午前9時30分～11時�
　　　　　※しあわせクラブのみ午後1時30分から�
■対　象　体を動かしたい人ならどなたでも。�
　　　　　（介護予防、メタボ対策、肩こり・膝痛予
　　　　　防、ストレス解消など）�
■スタッフ　川内村健康サポーター�
■参加料　無料�
■持参するもの　タオル・飲み物�
＊参加を希望する方は会場にお集まりください。治
　療中の方は主治医に相談してください。詳しくは
　保健福祉係保健師までお問い合わせください。�

32－2191�

34－4005�

27－4100

21－0333�

33－2013�

34－3110

21－0873�

34－2771�

31－1210

大熊�

浪江�

広野�

富岡�

双葉�

浪江�

大熊�

双葉�

富岡�

広野�

浪江�

双葉�

富岡�

浪江�

大熊�

双葉病院 �

佐川外科麻酔科医院�

すずき歯科医院�

富岡クリニック�

石田医院�

山村デンタルクリニック�

鈴木医院�

酒井クリニック�

今村歯科医院�

根本医院�

賛天堂渡部医院�

とみざわ歯科医院�

さくらクリニック�

志賀医院�

掛田歯科医院�

1／1�
（土）�

1／2�
（日）�

1／3�
（月）�

1／9�
（日）�

1／10�
（月）�

22－6560�

34－3165�

33－4567

富岡�

浪江�

双葉�

富岡中央医院�

玉井医院�

佐藤歯科医院�

1／16�
（日）�

27－2901�

24－0024�

35－1599

広野�

浪江�

浪江�

高野病院�

今村クリニック�

にしはら歯科クリニック�

22－3415�

34－5761�

32－7856

富岡�

浪江�

大熊�

水谷消化器科外科医院�

佐藤内科医院�

新妻歯科医院�

1／30�
（日）�

1／23�
（日）�

31－0131�

23－0075�

22－5725

28－0300�

34－2601�

33－4929■期　日　2月1日（火）�
■受　付　1歳6カ月…午後1時20分～30分�
　　　　　3歳…午後1時30分～40分�
■場　所　ゆふね�
■対　象　1歳6ヵ月児…Ｈ21年5月10日～Ｈ21年8月
　　　　　　　　　　　1日生まれのお子さん�
　　　　　3歳児…Ｈ19年11月10日～Ｈ20年2月1日
　　　　　　　　　生まれのお子さん�
■医　師　鈴木高先生・古内秀幸先生�
＊予診票、母子健康手帳を持参してください。�

1歳6か月児/3歳児健診�
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○健康サポーター�
　フォローアップ�
　研修�

�
○スポーツ民踊�
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�
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�
　　 燃えるごみ�

�
○将棋クラブ�

消防出初式� 成人の日�
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○手芸クラブ�
○演歌舞踊�
○よさこい�
�
�
�
�
　　 燃えるごみ�

�

○興学塾�
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○興学塾�
�
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� �
○フラダンス�
�

�
○いきいきサロン�
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�
○興学塾�
�
○将棋クラブ�
○太極拳�
�

文化財防火訓練� �
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○フラダンス�

�
○手芸クラブ�
○陶芸クラブ�
○演歌舞踊�
○よさこい�
�
�
�
　　 燃えるごみ�

�

○興学塾�
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天山てらこや�

Ｈ22.11.30現在　世帯数 ／1,120世帯（前月比－ 1 ）　人口／ 男1,529人（前月比－ 1 ）　女1,463人（前月比＋ 1 ）　計2,992人（前月比± 0 ）�

1 日（祝）元　　日�

9 日（日）消防出初式�

10日（祝）成人の日�

23日（日）文化財防火訓練�
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